
（臨床研究に関する公開情報） 

江南厚生病院では、下記の臨床研究を実施しております。この研究の計画、研究の方法に

ついてお知りになりたい場合、この研究にカルテ情報を利用することをご了解できない場合

など、お問い合わせがありましたら、以下の「問い合わせ先」へご照会ください。なお、こ

の研究に参加している他の方の個人情報や、研究の知的財産等は、お答えできない内容もあ

りますのでご了承ください。 

 

[研究課題名] 

海綿状骨移植併用セメントレス人工股関節置換術（THA）の長期成績 

[研究責任者] 

江南厚生病院 整形外科医師 川崎雅史 

[研究の概要] 

2005 年から 2010 年までに二次性変形性股関節症に対し自家海綿状骨移植を併用したセ

メントレス THA をおこない、11 年以上経過観察した 53 例 63 関節を対象とする。手術

は原臼位にカップを内方化設置し、上方の骨欠損部には骨頭から採骨した海綿骨を

impaction graft した。検討項目は cup CE 角（°）、母床骨被覆率（%）、骨頭中心（X、

Y）mm、移植骨統合時期、合併症、インプラント固定性、JOA 及びインプラント生存率

（％）とする。また、最終観察(10 年以上)時 CT 冠状断全スライスを用いて海綿状骨移植

（26 関節）内に発生した直径 2mm 以上の osteolysis 数を計算する。  

[研究の方法] 

●対象となる患者さん 

2005 年 1 月 1 日から 2010 年 12 月 31 日の間に二次性変形性股関節症の診断で海綿

骨移植併用セメントレス THA を施行した患者 

●利用する情報 

年齢、性別、BMI、観察期間、レントゲン・C T評価、臨床評価 

インプラント生存解析 

[個人情報の取扱い] 

この研究では、お名前、住所など、患者さんの直接特定できる個人情報は使用しませ

ん。研究成果は学会や学術雑誌で発表されますが、その際も患者さんを特定できる個人

情報は利用しません。 

[問い合わせ先] 

●研究責任者：江南厚生病院 整形外科医師 川崎雅史 

電話 0587−51-3333   


